
(57)【要約】

制振材（１０）であって、ゴム層（３０）をサンドイッ

チした２枚の金属シート（２０，４０）から成る積層体

及び何れか一方の金属シートに取り付けられた別のゴム

層（５０）を有し、ゴム層（３０，５０）が、キャリヤ

圧延により得られ、金属シートに加硫された固体ゴム箔

又はゴムフィルムで作られている制振材。音、振動及び

（又は）温度の影響を受けやすい金属シート特性のうち

の一つは、金属シート相互間で異なっている。制振材で

作られたパネル用制振体。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の ゴ ム 層 （ ３ ０ ） を サ ン ド イ ッ チ し た 第 １ の 金 属 シ ー ト （ ２ ０ ） と 第 ２ の 金 属 シ ー ト
（ ４ ０ ） と か ら 成 る 積 層 体 及 び 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 金 属 シ ー ト の い ず れ か 一 方 に 取 り 付 け
ら れ た 第 ２ の ゴ ム 層 （ ５ ０ ） を 有 す る 制 振 材 （ １ ０ ） で あ っ て 、 前 記 ゴ ム 層 は 、 キ ャ リ ヤ
圧 延 に よ り 得 ら れ た 固 体 ゴ ム 箔 又 は ゴ ム フ ィ ル ム で あ り 、 そ れ ぞ れ の 金 属 シ ー ト と 一 緒 に
加 硫 さ れ 、 音 、 振 動 及 び （ 又 は ） 温 度 の 影 響 を 受 け や す い 金 属 シ ー ト の 性 質 の う ち の １ 以
上 は 、 第 １ の 金 属 シ ー ト と 第 ２ の 金 属 シ ー ト と で は 異 な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 制 振 材
。
【 請 求 項 ２ 】
第 ２ の ゴ ム 層 の 表 面 に 被 着 さ れ て い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 金 属 シ ー ト か ら 遠 ざ か る 方 向
に 向 い た 接 着 剤 の 層 （ ６ ０ ） を 更 に 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 制 振 材 。
【 請 求 項 ３ 】
パ ネ ル の 振 動 を 制 振 す る パ ネ ル 用 制 振 体 で あ っ て 、 前 記 制 振 体 は 、 第 １ の ゴ ム 層 を サ ン ド
イ ッ チ し た 第 １ の 金 属 シ ー ト と 第 ２ の 金 属 シ ー ト と か ら 成 る 積 層 体 及 び 前 記 第 １ 又 は 第 ２
の 金 属 シ ー ト の い ず れ か 一 方 に 取 り 付 け ら れ た 第 ２ の ゴ ム 層 を 有 す る 制 振 材 で 作 ら れ 、 前
記 ゴ ム 層 は 、 キ ャ リ ヤ 圧 延 に よ り 得 ら れ た 固 体 ゴ ム 箔 又 は ゴ ム フ ィ ル ム で あ り 、 そ れ ぞ れ
の 金 属 シ ー ト と 一 緒 に 加 硫 さ れ 、 音 、 振 動 及 び （ 又 は ） 温 度 の 影 響 を 受 け や す い 金 属 シ ー
ト の 性 質 の う ち の １ 以 上 は 、 第 １ の 金 属 シ ー ト と 第 ２ の 金 属 シ ー ト と で は 異 な っ て い る こ
と を 特 徴 と す る 制 振 体 。
【 請 求 項 ４ 】
第 ２ の ゴ ム 層 の 表 面 に 被 着 さ れ た 接 着 剤 の 層 を 更 に 有 し 、 前 記 接 着 剤 の 層 は 、 前 記 第 １ 及
び 第 ２ の 金 属 シ ー ト か ら 遠 ざ か る 方 向 に 向 い て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 制 振
体 。
【 請 求 項 ５ 】
積 層 体 の 総 曲 げ 剛 性 は 、 制 振 さ れ る べ き パ ネ ル の 曲 げ 剛 性 の 約 １ ／ ３ ～ 約 １ ／ １ に 相 当 し
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 制 振 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 制 振 材 及 び こ の 材 料 で 作 ら れ る 制 振 体 に 関 す る 。 本 発 明 の 制 振 体 は 、 自 動 車 の
本 体 、 例 え ば エ ン ジ ン 部 品 の パ ネ ル の よ う な 種 々 の パ ネ ル 用 と し て 自 動 車 業 界 に お い て 特
に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
厚 さ に 比 べ て 表 面 積 が 大 き な パ ネ ル の 公 知 の 制 振 方 法 は 、 シ ー ト 形 態 の 粘 弾 性 制 振 材 を パ
ネ ル に 貼 り 付 け る こ と で あ る 。 パ ネ ル に 貼 付 さ れ た 粘 弾 性 材 料 で は 、 振 動 下 で 材 料 に 加 わ
る 大 量 の 機 械 的 又 は 運 動 エ ネ ル ギ が 分 子 の 摩 擦 に よ り 熱 エ ネ ル ギ に 変 換 さ れ 、 そ の 後 消 散
す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
パ ネ ル 貼 付 用 の 従 来 型 制 振 体 は 、 以 下 の カ テ ゴ リ に 分 類 で き る 。
自 由 又 は 非 拘 束 層 に よ る 制 振 ： こ れ は 、 構 造 中 に 制 振 作 用 を 導 入 す る 最 も 簡 単 な 手 法 で あ
る 。 こ の 技 術 的 思 想 で は 、 振 動 し て い る 構 造 の 表 面 に 結 合 さ れ る 適 当 な 制 振 材 の 単 一 の 層
が 用 い ら れ る 。 制 振 作 用 は 、 周 期 的 な 引 張 ／ 圧 縮 変 形 を 伴 い 、 そ の 結 果 エ ネ ル ギ の 消 散 が
生 じ る 。
被 拘 束 層 に よ る 制 振 ： こ の 技 術 的 思 想 の 種 々 の 具 体 例 は 、 構 造 中 に 制 振 作 用 を 導 入 す る 最
も 効 率 的 な 手 法 に 属 す る 。 単 一 の 拘 束 層 は 、 こ れ ら 対 策 の う ち の 最 も 馴 染 み の あ る 形 態 で
あ る 。 こ の 単 一 の 被 拘 束 層 は 、 金 属 箔 又 は こ れ に 類 似 し た 硬 質 材 料 か ら 成 る 拘 束 層 と 組 み
合 わ さ れ た 薄 い 層 の 制 振 材 か ら 成 る 。 制 振 機 構 は 、 制 振 材 の 周 期 的 な 剪 断 歪 を 伴 う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
欧 州 特 許 第 ０ ０ ７ ７ ９ ８ ７ 号 明 細 書 は 、 ３ 層 積 層 体 の 形 態 を し た 被 拘 束 層 を 用 い る 制 振 体
を 開 示 し て お り 、 こ の 制 振 体 は 、 制 振 さ れ る べ き パ ネ ル に 接 触 さ せ る 溶 融 可 能 な 結 合 層 と
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、 粘 弾 性 層 と 、 粘 弾 性 層 を 結 合 層 と の 間 で 密 に サ ン ド イ ッ チ す る よ う 積 層 さ れ た 拘 束 層 と
か ら 成 っ て い る 。 こ の 制 振 体 の 拘 束 層 は 、 未 硬 化 の 熱 硬 化 性 樹 脂 及 び 無 機 充 填 剤 を 含 む 樹
脂 組 成 物 で 作 ら れ て い る 。 粘 弾 性 層 は 、 粘 弾 性 接 着 剤 で 作 ら れ て い て 、 機 械 的 振 動 を 制 振
し 又 は 減 衰 さ せ る 役 目 を 果 た し 、 更 に 拘 束 層 を 溶 融 可 能 な 結 合 層 に 結 合 す る 接 着 層 と し て
役 立 つ 。 粘 弾 性 層 は 、 薄 い プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム の 両 面 を 粘 弾 性 接 着 剤 で 被 覆 す る こ と に
よ り 作 ら れ た 両 面 接 着 テ ー プ を 用 い て 得 る こ と が で き る 。 金 属 拘 束 層 は 制 振 体 を 複 雑 な 形
状 を し た パ ネ ル に 密 に 接 触 さ せ る の を 困 難 に す る で あ ろ う と 欧 州 特 許 第 ０ ０ ７ ７ ９ ８ ７ 号
明 細 書 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 拘 束 層 に 関 し 金 属 を 使 え な い の は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
米 国 特 許 第 ５ ， ４ ０ ７ ， ０ ３ ４ 号 明 細 書 （ 発 明 者 ： Ｖ ｙ ｄ ｒ ａ 、 ビ ド ラ ） は 、 粘 弾 性 材 料
の 制 振 層 と 外 側 金 属 層 、 中 間 金 属 層 及 び 内 側 金 属 層 が 交 互 に 並 ん で 設 け ら れ た 従 来 型 制 振
構 造 を 開 示 し て い る 。 こ れ ら の 層 は 、 適 当 な 方 法 で 互 い に 結 合 さ れ る こ と が 記 載 さ れ て い
る 。 開 示 さ れ た 従 来 技 術 の 欠 点 は 、 制 振 層 が か な り 大 き な 捩 り 力 及 び 回 転 力 を 受 け 、 こ れ
に よ り 制 振 層 が 劣 化 し 、 騒 音 減 衰 効 果 が 損 な わ れ る と い う こ と に あ る 。 さ ら に 、 こ の 従 来
技 術 は 、 低 い 周 波 数 に お け る 騒 音 減 衰 作 用 が 不 十 分 で あ る 。 こ の 問 題 に 対 す る ビ ド ラ の 発
明 は 、 剛 性 支 持 構 造 及 び こ れ に よ っ て 支 持 さ れ た 摩 擦 ラ イ ニ ン グ パ ッ ド を 含 む ブ レ ー キ シ
ュ ー 構 造 か ら 成 る ブ レ ー キ パ ッ ド 組 立 体 で あ る 。 支 持 構 造 は 、 複 数 の 孔 を 有 し 、 更 に 剛 性
の 無 孔 支 持 プ レ ー ト を 有 す る 。 孔 付 き の 制 振 プ レ ー ト は 、 支 持 プ レ ー ト に 固 定 さ れ 、 金 属
拘 束 層 は 、 制 振 プ レ ー ト の 互 い に 反 対 側 の 側 部 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。 粘 弾 性 制 振 材 は
、 孔 内 に 設 け ら れ て い る 。 開 示 さ れ た 従 来 技 術 並 び に ビ ド ラ の 発 明 は 、 制 振 構 造 が ブ レ ー
キ ピ ス ト ン に よ り 加 わ る 力 に 耐 え る よ う に す る た め に 必 要 で あ る 剛 性 プ レ ー ト を 有 し て い
る 。 こ れ は 、 そ の 構 造 が 可 塑 的 に 付 形 さ れ る の に 適 し て い な い こ と を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
今 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 制 振 材 を 用 い る こ と に よ り 制 振 作 用 の 向 上 が 図 ら れ る こ と が 見
出 さ れ た 。 具 体 的 に 説 明 す る と 、 本 発 明 の 制 振 材 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 薄 い 金 属 シ ー ト と 、
こ れ ら の 金 属 シ ー ト で サ ン ド イ ッ チ さ れ た 第 １ の ゴ ム 層 で あ っ て 、 キ ャ リ ア 圧 延 さ れ て 作
ら れ 上 記 金 属 シ ー ト の 各 々 と 一 緒 に 加 硫 さ れ る 固 体 ゴ ム 箔 即 ち ゴ ム フ ィ ル ム で あ る 上 記 第
１ の ゴ ム 層 と を 有 す る 積 層 体 と 、 キ ャ リ ヤ 圧 延 さ れ て 作 ら れ 上 記 第 １ 又 は 第 ２ の 金 属 シ ー
ト と 一 緒 に 加 硫 さ れ る 固 体 ゴ ム 箔 又 は ゴ ム フ ィ ル ム で あ る 第 ２ の ゴ ム 層 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
好 ま し く は 、 第 １ の ゴ ム 層 は 、 約 ０ ． ５ ｍ ｍ よ り も 薄 く 、 特 に 、 そ の 厚 さ は 約 ０ ． １ ～ ０
． ０ ８ ｍ ｍ で あ る の が よ い 。
第 ２ の ゴ ム 層 は 好 ま し く は 、 で き る だ け 薄 く 作 ら れ る 。 好 ま し い 場 合 に は 、 そ の 厚 さ は 、
約 ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。
第 １ の 金 属 シ ー ト の 厚 さ は 好 ま し く は 、 約 ０ ． ３ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。 第 ２ の 金 属 シ ー ト
の 厚 さ は 好 ま し く は 、 約 ０ ． ３ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ る 。
金 属 シ ー ト を 任 意 適 当 な 材 料 で 作 る こ と が で き る が 、 こ れ ら 金 属 シ ー ト は 好 ま し く は 、 炭
素 鋼 又 は ア ル ミ ニ ウ ム で 作 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
積 層 体 の 総 曲 げ 剛 性 は 好 ま し く は 、 制 振 さ れ る べ き パ ネ ル の 曲 げ 剛 性 の 約 １ ／ ３ ～ 約 １ ／
１ に 相 当 す べ き で あ る 。
好 ま し い 場 合 、 音 、 振 動 及 び 又 は 温 度 の 影 響 を 受 け や す い 金 属 シ ー ト 特 性 の う ち の １ 以 上
は 、 第 １ の 金 属 シ ー ト と 第 ２ の 金 属 シ ー ト と で は 異 な っ て い る 。
ゴ ム 層 は 、 任 意 適 当 な エ ラ ス ト マ ー で 作 ら れ た も の で よ い が 、 好 ま し く は ニ ト リ ル 又 は ブ
チ ル ゴ ム で 作 ら れ る 。
ゴ ム 層 は 、 例 え ば 当 該 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る よ う に 圧 延 工 程 に 先 立 っ て カ ー ボ ン
ブ ラ ッ ク を 有 効 量 で 混 合 物 に 添 加 す る こ と に よ り 導 電 性 に 作 ら れ た も の で あ る の が よ い 。
導 電 性 ゴ ム 層 を 用 い る こ と に よ り 、 制 振 材 を 接 合 を 含 む 簡 単 且 つ 有 効 な 用 途 に 関 し 溶 接 し
、 例 え ば ス ポ ッ ト 溶 接 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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本 発 明 の 積 層 材 料 の ゴ ム 層 は 、 可 能 な 限 り 最 も 小 さ い 多 孔 率 を 有 す る 。 か く し て 、 ゴ ム 層
は 、 キ ャ リ ヤ 圧 延 さ れ た ゴ ム フ ィ ル ム に よ り 得 ら れ る 特 定 の 性 質 及 び 独 特 の 構 造 を 有 し て
い る 。 と り わ け 、 物 理 的 性 質 と 寸 法 形 状 の 両 方 に 関 し 均 質 性 及 び 一 様 性 が 得 ら れ る 。 例 え
ば 、 ゴ ム 層 は 、 可 能 な 限 り 最 も 高 い 程 度 ま で 細 孔 が 無 く 、 こ れ は 、 溶 液 又 は ペ ー ス ト の 形
態 で 塗 布 さ れ 、 直 接 に 金 属 シ ー ト 上 で 又 は 金 属 シ ー ト 相 互 間 で 圧 延 さ れ 又 は プ レ ス 加 工 さ
れ た ゴ ム 層 で は 得 る こ と が で き な い 性 質 で あ る 。 か か る ゴ ム 層 は 常 に ペ ー ス ト 形 成 残 留 物
又 は 溶 剤 残 留 物 を 含 み 、 こ れ ら は 細 孔 の 形 成 及 び 他 の 不 均 質 性 を 生 じ 、 そ れ に よ り 弱 め 領
域 を 生 じ さ せ 、 こ れ ら 弱 め 領 域 は 又 、 存 在 す る 任 意 の グ ル ー 層 中 で 生 じ る 。 ゴ ム フ ィ ル ム
を 圧 延 工 程 に 用 い ら れ る キ ャ リ ヤ に よ り 金 属 シ ー ト に 被 着 す る こ と が 必 要 で あ り 、 こ の キ
ャ リ ヤ は 、 当 接 面 に 凸 凹 を 生 じ さ せ る 傾 向 が 無 い 状 態 で 金 属 シ ー ト の 表 面 と の 非 常 に 有 効
且 つ 主 と し て 平 ら な 当 接 を 保 証 す る 。 こ れ ら 条 件 に よ っ て も 、 金 属 シ ー ト へ の ゴ ム 層 の 加
硫 を ゴ ム と 金 属 シ ー ト の 結 合 強 さ を 考 慮 す る と 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 制 振 材 を 現 場 で 接 着 に よ り 、 例 え ば 別 の 接 着 剤 を パ ネ ル へ の 制 振 材 の 貼 付 時 に 供
給 す る こ と に よ り 制 振 さ れ る べ き パ ネ ル に 取 り 付 け て も よ い が 、 本 発 明 の 制 振 材 は 好 ま し
く は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 金 属 シ ー ト か ら 遠 ざ か る 方 向 に 向 い た 第 ２ の ゴ ム 層 の 表 面 に 被 着 さ
れ る 接 着 剤 層 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
制 振 材 を 国 際 公 開 第 Ｗ Ｏ ９ １ ／ １ ３ ７ ５ ８ 号 パ ン フ レ ッ ト に 記 載 さ れ た 方 法 に 従 っ て 製 造
す る こ と が で き 、 こ の 方 法 で は 、 圧 延 又 は カ レ ン ダ リ ン グ に よ る ゴ ム 箔 又 は ゴ ム フ ィ ル ム
の 製 造 の 際 に 使 い 捨 て キ ャ リ ヤ を 使 用 し 、 そ の 後 、 ベ ル ト 加 硫 機 で 加 硫 す る 。 ゴ ム 層 を こ
の 方 法 で 作 る 場 合 、 こ の よ う に し て 形 成 さ れ た ゴ ム 箔 又 は フ ィ ル ム は 、 上 述 し た よ う な そ
の 物 理 的 性 質 及 び 寸 法 形 状 の 両 方 に 関 し 、 均 質 性 及 び 一 様 性 、 例 え ば 非 常 に 低 い 多 孔 率 を
得 る 。 ゴ ム 層 は 、 キ ャ リ ヤ に よ り 第 １ の 金 属 シ ー ト に 被 着 さ れ る の で 、 当 接 面 に 凸 凹 を 生
じ さ せ る 傾 向 無 く 、 金 属 シ ー ト 表 面 と の 非 常 に 有 効 且 つ 主 と し て 平 ら な 当 接 状 態 が 得 ら れ
る 。 す る と 、 ゴ ム で 被 覆 さ れ た 第 １ の シ ー ト を 第 ２ の 金 属 シ ー ト に 容 易 に 貼 付 す る こ と が
で き る 。 と い う の は 、 第 １ の 金 属 シ ー ト は 、 製 造 の こ の 段 階 で は 安 定 性 の あ る キ ャ リ ヤ と
し て 働 く か ら で あ る 。 こ れ ら 条 件 で は 、 ゴ ム 箔 又 は ゴ ム フ ィ ル ム を ゴ ム と 金 属 シ ー ト の 接
合 部 の 機 械 的 強 度 に 関 す る 問 題 を 生 じ さ せ る こ と な く 両 方 の プ レ ー ト に 容 易 に 加 硫 す る こ
と が で き る 。 ２ 段 階 の ベ ル ト 加 硫 方 法 が 国 際 公 開 第 Ｗ Ｏ ９ ３ ／ １ ３ ３ ２ ９ 号 パ ン フ レ ッ ト
に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 制 振 材 は 、 原 理 的 に は あ た か も 金 属 プ レ ー ト で あ る か の よ う に 取 り 扱 っ た り 加 工
す る こ と が で き 、 こ の 制 振 材 は 、 こ れ を 湾 曲 さ せ 、 曲 げ 、 絞 り 成 形 し 、 延 伸 し 又 は プ レ ス
成 形 し 、 或 い は か か る 材 料 に こ れ と 同 様 な 加 工 を 施 す こ と に よ り 少 な く と も 冷 間 状 態 で 可
塑 的 に 付 形 さ れ た り 加 工 さ れ 、 こ の 場 合 、 制 振 材 は そ の 制 振 性 を 失 う こ と は 無 い 。 こ れ は
、 制 振 材 が 積 層 体 で あ る に も か か わ ら ず 、 こ の 場 合 に は 均 質 製 品 と し て 挙 動 す る か ら で あ
る 。 こ の 理 由 は 、 ゴ ム 層 が 固 体 で あ り 、 キ ャ リ ヤ 圧 延 に よ り 均 質 に 得 ら れ る こ と 及 び こ の
ゴ ム 層 が 制 振 材 を 付 形 し 又 は 加 工 す る 際 に 弱 め 領 域 を 生 じ さ せ る 結 合 層 が 無 い 状 態 で 金 属
シ ー ト 上 に 直 接 加 硫 さ れ る と い う こ と に あ る 。 か く し て 、 本 発 明 の 制 振 材 は 、 ゴ ム と 金 属
の 境 界 面 相 互 間 の 接 合 部 に 亀 裂 又 は 不 均 質 性 を 生 じ さ せ る こ と は 無 く 、 こ の こ と は 、 か か
る 制 振 材 を 加 工 中 に 変 形 さ せ た 場 合 で も そ う で あ る 。 こ う い う わ け で 、 本 発 明 の 制 振 材 は
、 こ れ に 対 し て 行 わ れ る 試 験 の 際 に 良 好 な 性 質 を 示 す こ と が 判 明 し て い る 。 金 属 シ ー ト へ
の 固 体 ゴ ム フ ィ ル ム の 加 硫 の 結 果 と し て 、 均 質 構 造 が 得 ら れ る と 共 に ゴ ム 層 と 金 属 シ ー ト
の 接 触 面 全 体 に わ た り し っ か り と し た 結 合 部 が 得 ら れ 、 そ れ と 共 に 一 様 な 制 振 性 が 得 ら れ
る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 は 又 、 パ ネ ル 貼 付 用 制 振 体 に 関 し 、 こ の 制 振 体 は 、 本 発 明 の 制 振 材 で 作 ら れ る 。
本 発 明 は 、 種 々 の 自 動 車 用 部 品 、 例 え ば オ イ ル パ ン 、 エ ン ジ ン ハ ウ ジ ン グ 、 カ ム ハ ウ ジ ン
グ 、 チ ェ ー ン 駆 動 装 置 ハ ウ ジ ン グ 及 び 特 に ア ル ミ ニ ウ ム で 作 ら れ た ハ ウ ジ ン グ の 制 振 に 有
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用 で あ る 。
本 発 明 の 上 記 目 的 、 特 徴 及 び 利 点 並 び に 他 の 目 的 、 特 徴 及 び 利 点 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し
て 以 下 の 詳 細 な 説 明 を 読 む と 明 ら か に な ろ う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ （ 種 々 の 層 の 寸 法 形 状 は 尺 度 通 り に は 示 さ れ て い な い ） で は 、 積 層 材 料 １ ０ は 、 拘 束
層 と し て 働 く １ 対 の 金 属 プ レ ー ト ２ ０ ， ４ ０ を 有 し 、 こ れ ら 金 属 プ レ ー ト 相 互 間 に は 、 被
拘 束 層 と し て 働 く あ ら か じ め ゴ ム で 作 ら れ た ウ ェ ブ ３ ０ が サ ン ド イ ッ チ さ れ て い て 、 こ れ
ら の シ ー ト が エ ラ ス ト マ ー コ ア を 覆 う よ う に な っ て い る こ と が 明 ら か で あ る 。 ま た 、 被 拘
束 層 と し て 働 く ゴ ム で 作 ら れ た 第 ２ の ウ ェ ブ ５ ０ が 、 金 属 プ レ ー ト ４ ０ の 反 対 側 に 結 合 さ
れ て い る 。 圧 感 接 着 剤 の 層 ６ ０ が 、 ゴ ム ウ ェ ブ ５ ０ の 上 面 に 被 着 さ れ て い る 。 こ の 圧 感 接
着 剤 層 ６ ０ の 目 的 は 、 制 振 積 層 材 料 で 作 ら れ た 制 振 体 を 、 振 動 が 制 振 さ れ る べ き 自 動 車 の
本 体 、 例 え ば エ ン ジ ン 部 品 の パ ネ ル に 結 合 す る こ と に あ る 。 圧 感 接 着 剤 層 ６ ０ は 、 被 着 さ
れ て 結 合 さ れ る 前 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 保 護 材 ７ ０ で 保 護 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
実 験 例 ： 制 振 積 層 体 を 本 発 明 に 従 っ て 金 属 － ゴ ム － 金 属 － ゴ ム 積 層 体 で 作 っ た 。 積 層 体 は
、 １ ． ０ ｍ ｍ の 亜 鉛 め っ き 炭 素 鋼 － ０ ． １ ｍ ｍ の ニ ト リ ル ゴ ム － １ ． ０ ｍ ｍ の 亜 鉛 め っ き
炭 素 鋼 － ０ ． ３ ｍ ｍ の ニ ト リ ル ゴ ム で 構 成 さ れ て い た 。 積 層 体 の 損 失 係 数 を 機 械 的 イ ン ピ
ー ダ ン ス に 関 す る 手 順 で あ る 国 際 標 準 Ａ Ｓ Ｔ Ｍ  Ｅ － ７ ５ ６  ９ ８ に 従 っ て 測 定 し た 。 材 料
を １ ２ ． ７ ｍ ｍ 幅 、 ２ ５ ５ ｍ ｍ 長 さ の サ ン プ ル に 切 断 し 、 こ れ ら サ ン プ ル を 裸 鋼 ベ ー ス ビ
ー ム に 結 合 し た 。 こ の ビ ー ム を 、 片 持 ち ビ ー ム の 端 に 振 動 を 誘 起 す る 非 接 触 型 励 磁 器 を 含
む 取 付 具 内 に 配 置 し た 。 ベ ー ス ビ ー ム は 、 取 付 具 内 に 配 置 さ れ た と き 、 厚 さ ２ ． ９ ｍ ｍ 、
幅 １ ２ ． ７ ｍ ｍ 、 自 由 長 さ ２ ５ ５ ｍ ｍ で あ っ た 。 周 波 数 が ５ ０ ０ Ｈ ｚ 、 １ ０ ０ ０ Ｈ ｚ 及 び
３ ０ ０ ０ Ｈ ｚ 、 温 度 範 囲 が － ３ ５ ℃ ～ １ ８ ０ ℃ の 環 境 室 内 で 試 験 を 行 っ た 。 測 定 結 果 が 、
図 ２ 及 び 図 ３ に 記 載 さ れ て お り 、 図 ２ は 、 ベ ー ス ビ ー ム の リ ダ ク シ ョ ン （ reduction） 後
に お け る 温 度 の 関 数 と し て の 材 料 の 損 失 係 数 の 値 を 示 し 、 図 ３ は 、 温 度 の 関 数 と し て 同 一
ビ ー ム に つ い て の ヤ ン グ 率 を 示 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て の 制 振 体 の 積 層 材 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 関 し 、 種 々 の 周 波 数 に お い て 温 度 に つ れ て 変 化 す る 損 失 係
数 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 関 し 、 種 々 の 周 波 数 に お い て 温 度 に つ れ て 変 化 す る ヤ ン グ
率 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 【 図 ３ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 9月 1日 (2003.9.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 金 属 シ ー ト （ ２ ０ ） 及 び 第 ２ の 金 属 シ ー ト （ ４ ０ ） と 、 こ れ ら の 金 属 シ ー ト の 間 に
サ ン ド イ ッ チ さ れ た 約 ０ ． ５ ｍ ｍ よ り も 薄 い 第 １ の ゴ ム 層 （ ３ ０ ） と か ら な る 積 層 体 と 、
前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 金 属 シ ー ト の い ず れ か 一 方 に 取 り 付 け ら れ た 第 ２ の ゴ ム 層 （ ５ ０ ） と
を 有 す る 制 振 材 （ １ ０ ） で あ っ て 、 前 記 ゴ ム 層 は 、 キ ャ リ ヤ 圧 延 に よ り 得 ら れ た 固 体 ゴ ム
箔 又 は ゴ ム フ ィ ル ム で あ り 、 そ れ ぞ れ の 金 属 シ ー ト と 一 緒 に 加 硫 さ れ 、 音 、 振 動 及 び 又 は
温 度 の 影 響 を 受 け や す い 金 属 シ ー ト 特 性 の う ち の １ 以 上 が 第 １ の 金 属 シ ー ト と 第 ２ の 金 属
シ ー ト と で は 異 な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 制 振 材 。
【 請 求 項 ２ 】
さ ら に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 金 属 シ ー ト か ら 遠 ざ か る 方 向 に 向 い た 第 ２ の ゴ ム 層 の 表 面 に
被 着 さ れ る 接 着 剤 の 層 （ ６ ０ ） を 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の 制 振 材 。
【 請 求 項 ３ 】
パ ネ ル の 振 動 を 制 振 す る パ ネ ル 用 制 振 体 で あ っ て 、 前 記 制 振 体 は 、 第 １ の 金 属 シ ー ト （ ２
０ ） 及 び 第 ２ の 金 属 シ ー ト （ ４ ０ ） と 、 こ れ ら の 金 属 シ ー ト の 間 に サ ン ド イ ッ チ さ れ た 約
０ ． ５ ｍ ｍ よ り も 薄 い 第 １ の ゴ ム 層 （ ３ ０ ） と か ら な る 積 層 体 と 、 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の 金
属 シ ー ト の い ず れ か 一 方 に 取 り 付 け ら れ た 第 ２ の ゴ ム 層 （ ５ ０ ） と を 有 す る 制 振 材 で 作 ら
れ 、 前 記 ゴ ム 層 は 、 キ ャ リ ヤ 圧 延 に よ り 得 ら れ た 固 体 ゴ ム 箔 又 は ゴ ム フ ィ ル ム で あ り 、 そ
れ ぞ れ の 金 属 シ ー ト と 一 緒 に 加 硫 さ れ 、 音 、 振 動 及 び （ 又 は ） 温 度 の 影 響 を 受 け や す い 金
属 シ ー ト の 性 質 の う ち の １ 以 上 は 、 第 １ の 金 属 シ ー ト と 第 ２ の 金 属 シ ー ト と で は 異 な っ て
い る こ と を 特 徴 と す る 制 振 体 。
【 請 求 項 ４ 】
さ ら に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 金 属 シ ー ト か ら 遠 ざ か る 方 向 に 向 い た 第 ２ の ゴ ム 層 の 表 面 に
被 着 さ れ る 接 着 剤 の 層 を 有 す る 請 求 項 ３ 記 載 の 制 振 体 。
【 請 求 項 ５ 】
積 層 体 の 総 曲 げ 剛 性 は 、 制 振 さ れ る べ き パ ネ ル の 曲 げ 剛 性 の 約 １ ／ ３ ～ 約 １ ／ １ に 相 当 す
る 請 求 項 ３ 記 載 の 制 振 体 。
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